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市
役
所
代
表

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
合
注
射
会
場
か
動
物
病
院
で
注

射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
集
合
注
射

●
と
き
・
と
こ
ろ

表
１
の
と
お

り●
料
金

３
３
０
０
円

※
未
登
録
の
犬
は
、
別
途
登
録
料

３
０
０
０
円
。
登
録
は
、
集
合

注
射
時
ま
た
は
表
２
の
病
院
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
で
き
ま
す
。

■
犬
・
猫
の
ふ
ん
害

ふ
ん
の
放
置
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の

と
き
は
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
ち
、
ふ
ん
の
後
始
末
を

必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

表１ 集合注射会場
ところときところとき

和泉公民館午後２時１０分～２時４０分１８日昭昭林公民館午後１時１０分～１時３０分４月
８日捷 高棚公民館午後１時１０分～１時４０分２２日捷桜井公民館午後１時５０分～２時４０分

西部福祉センター午後２時～２時４０分東尾公民館午後１時１０分～１時３０分９日昇

榎前公民館午後１時１０分～１時４０分２３日昇秋葉公園レストハ
ウス前

午後１時５０分～２時１０分
城ヶ入公民館午後２時～２時４０分
別所団地公民館午後１時１０分～１時２０分２４日昌北明治公民館午後２時３０分～２時５０分
新田町会館午後１時４０分～２時１０分二本木地区コミュ

ニティセンター
午後１時１０分～１時４０分１０日昌

西尾公民館午後２時３０分～２時５０分
橋目霊園午後１時１０分～１時２０分５月

７日昇

篠目町公民館午後２時～２時４０分
浜屋公民館午後１時４０分～１時５０分池浦公民館午後１時１０分～１時４０分１１日昭

北部公民館午後２時１０分～２時５０分今池町内会公民館午後２時～２時３０分
東栄今本町公民館午後１時１０分～１時３０分８日昌東部公民館午後１時１０分～１時４０分１５日捷

里地区コミュニ
ティセンター

午後１時５０分～２時１０分作野公民館午後２時～２時４０分
アグリライフ支援センター午後１時１０分～１時３０分１６日昇

東山公民館午後２時３０分～２時４０分根崎公民館午後１時５０分～２時３０分
三ツ川集会場午後１時１０分～１時２０分９日昭和親館午後１時１０分～１時２０分１７日昌

古井町公民館午後１時４０分～２時２０分箕輪町内会事務所午後１時４０分～２時
藤野公民館午後２時４０分～２時５０分美園公園午後２時２０分～２時５０分
市保健センター午後１時～２時１１日松東端公民館午後１時１０分～１時５０分１８日昭

■
犬
の
届
け
出

犬
の
死
亡
、
所
在
地
変
更
な
ど

は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

や
迷
い
犬
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー（
緯

０
５
６
５〈

〉２
３
２
３
）か
安

５８

城
警
察
署（
緯〈

〉０
１
１
０
）へ

７６

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

表２ 犬の登録・予防注射ができる動物病院

ひまわり動物病院（刈谷市）あいち犬猫医療センター杉浦犬
猫病院（今池町） 中川動物クリニック（刈谷市）

はるかぜ動物病院（刈谷市）青山動物病院（橋目町）
Ｋｅｎ動物病院（高浜市）あおみ動物病院（桜井町）
あい総合動物病院（高浜市）エキスポ安城動物病院（赤松町）
たかはま動物病院（高浜市）大島獣医科病院（朝日町）
あさおか動物病院（碧南市）ぐれーぷ動物病院（赤松町）
板倉どうぶつ病院（碧南市）さくらい動物病院（小川町）
パル動物クリニック（碧南市）桜町動物病院（桜町）
へきなん動物病院（碧南市）新安城どうぶつ病院（東栄町）
ウチダ動物病院（西尾市）パーク動物病院（大山町）
ハート動物病院（西尾市）三尾動物病院（安城町）
フィガロ動物病院（西尾市）ミドリペットクリニック（緑町）
えそら動物病院（西尾市）りんごの樹動物病院（高棚町）
しばた動物病院（岡崎市）こんどう動物病院（知立市）
ダルク動物病院（岡崎市）南陽動物病院（知立市）
やはぎ動物病院（岡崎市）どんぐり犬猫病院（知立市）
花園動物クリニック（豊田市）小笠原動物病院（刈谷市）

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

市
役
所
代
表

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

■
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
都

市
の
団
体
と
の
交
流
を
補
助

●
対
象
団
体

市
内
に
住
所
を
有

す
る
５
人
以
上
で
、
規
約
な
ど
が

あ
る
市
内
活
動
団
体

●
対
象
事
業

富
山
県
砺
波
市
、

石
川
県
加
賀
市
、
岐
阜
県
多
治
見

市
、
愛
知
県
新
城
市
、
静
岡
県
掛

川
市
、
長
野
県
飯
田
市
、
千
葉
県

香
取
市
ま
た
は
安
城
市
内
で
実
施

す
る
、
次
の
交
流
事
業

暫
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
、
演
劇
な
ど

を
通
じ
た
交
流

暫
地
域
振
興
に
関
す
る
交
流

暫
防
災
に
関
す
る
意
見
交
換
な
ど

●
補
助
内
容

次
の
経
費
の
半
額

（
上
限

万
円
）

１０

暫
対
象
都
市
へ
の
交
通
費
・
運
送

費
、
実
施
会
場
の
施
設
使
用
料

●
申
し
込
み

４
月

日
捷
～
５

１５

月

日
晶
に
、
団
体
名
、
会
員
名

１７
簿
、
活
動
の
概
要
、
事
業
計
画
書・

予
算
書
を
市
民
協
働
課
へ

■
震
災
復
興
支
援
交
流
事
業
を
す

る
団
体
の
追
加
募
集

本
紙
１
月

１
日
号
で
募

集
し
た
、
東

日
本
大
震
災

で
被
災
し
た

岩
手
県
・
宮

城
県
・
福
島

県
と
の
交
流

事
業
の
補
助
団
体
を
追
加
募
集
し

ま
す
。
対
象
団
体
・
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
紙
１
月
１
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

４
月
８
日
捷
～
５

月

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後

１０

３０

５
時

分（
松
掌
抄
承
を
除
く
）に
、

１５

申
請
書
、
収
支
予
算
書
、
団
体
な

ど
の
概
要
書
、
規
約
・
名
簿
な
ど

を
、
持
参
か
郵
送（
必
着
）で
市
民

協
働
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所

４４６

記
載
不
要
）へ

※
申
請
書
な
ど
は
、
同
課
・
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
書

類
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
選

考
の
上
、
５
月
末
ま
で
に
結
果

を
通
知
。
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■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

「南吉に学ぶこと」

今
年
は
、
童
話
作
家
と
し
て

知
ら
れ
る
新
美
南
吉
の
生
誕
百

年
で
す
。
南
吉
は
半
田
で
生
ま

れ
育
ち
、

歳
で
亡
く
な
っ
て

２９

い
ま
す
が
、
亡
く
な
る
直
前
の

５
年
間
を
安
城
高
等
女
学
校
の

教
員
と
し
て
、
安
城
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。
短
い
南
吉
の
人
生

で
す
が
、
彼
は
、
最
も
輝
い
た

青
春
時
代
を
こ
の
ま
ち
で
暮
ら

し
て
お
り
、
安
城
は
第
二
の
故

郷
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

代
表
作「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」は
、

彼
が

歳
の
と
き

１８

に
書
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
手
袋
を
買

い
に
」は
、

歳
２０

の
作
品
で
す
。
生

ま
れ
つ
き
病
弱
だ

っ
た
南
吉
は
、
自

ら
の
短
命
を
予
感

し
、
人
生
の
墓
標

と
す
べ
く
、
早
い

時
期
か
ら
創
作
活

動
を
始
め
、
多
く

の
優
れ
た
作
品
を

残
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

彼
は
４
歳
で
実

母
に
先
立
た
れ
、

継
母
と
暮
ら
し
た

り
、
養
子
に
出
さ

れ
た
り
と
、
寂
し

い
幼
少
時
代
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
と
て
も
優
秀
な
学

生
な
が
ら
も
、
家
の
貧
し
さ
と

体
格
検
査
な
ど
に
よ
り
、
大
学

へ
の
進
学
に
大
変
な
苦
労
を
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
幼
少
時
代

の
屈
折
し
た
生
い
立
ち
か
ら
、

あ
の
南
吉
独
特
の
優
し
く
も
物

悲
し
い
童
話
作
品
が
生
ま
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
。

彼
の
肉
体
は
、
す
で
に

年
７０

も
前
に
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
彼
の
言
葉
や

精
神
は
、
今
な
お
多
く
の
人
た

ち
に
読
み
継
が
れ
語
り
継
が
れ

て
お
り
、
自
ら
の
足
跡
の
残
し

方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
、

ご
く
自
然
に
未
来
へ
の
夢
や
抱

負
を
語
り
ま
す
。
今
年
の
次
に

は
来
年
が
あ
り
、
来
年
の
先
に

は
再
来
年
が
来
る
こ
と
を
、
当

然
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
も
、
い
つ

万
一
の
交
通
事
故
や
大
き
な
自

然
災
害
に
遭
遇
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
、
は
か
な
い
存
在
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
南

吉
の
短
い
人
生
に
思
い
を
馳
せ

て
、
い
つ
何
が
起
き
て
も
悔
い

の
残
ら
な
い
人
生
と
す
る
よ
う

に
、
毎
日
を
精
一
杯
生
き
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。順

境
に
驕
る
こ
と
な
く
、
ま

お
ご

た
逆
境
に
め
げ
る
こ
と
な
く
、

真
に
価
値
の
あ
る
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は

今
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。

生誕百年を記念し、南吉の言葉を刻んだ碑文が安城高等学校の中庭生誕百年を記念し、南吉の言葉を刻んだ碑文が安城高等学校の中庭にに
設置される予定で設置される予定ですす。（写。（写真は同校碑文検討会の真は同校碑文検討会の皆皆さん）さん）

災
害
時
相
互
応
援
協
定
都
市
な
ど

と
の
交
流
団
体
を
募
集

協定締結都市との交流協定締結都市との交流団団
体を募集しま体を募集しますす
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●
対
象
地
区

愛
知
県
止
美
浜
町
、

南
知
多
町
、
蒲
郡
市
、
幸
田
町
、

新
城
市
、
西
尾
市
、
田
原
市
、
犬

山
市

県
外
止
岩
手
県
・
宮
城
県・

福
島
県
全
域
、
富
山
県
砺
波
市
、

石
川
県
加
賀
市
、
長
野
県
飯
田
市
、

同
県
根
羽
村
、
岐
阜
県
多
治
見
市
、

静
岡
県
掛
川
市
、
千
葉
県
香
取
市

●
対
象

次
の
①
～
⑦
全
て
に
該

当
す
る
人

①
対
象
地
区
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊

②
宿
泊
費
を
、
個
人
で
直
接
ま
た

は
取
り
扱
い
旅
行
社（
下
表
参

照
）を
通
じ
て
払
う

③
宿
泊
費
が
1
人
１
泊
１
５
０
０

円
以
上

④
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
が
あ
る

⑤
宿
泊
日
に
満
３
歳
以
上

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い

⑦
ビ
ジ
ネ
ス
・
宗
教
活
動
な
ど
の

目
的
で
は
な
い

●
補
助
内
容

１
人
１
泊
１
５
０

０
円（
１
年
度
内
に
１
人
２
泊
ま

で
）

●
申
し
込
み

直
接
宿
に
宿
泊
費

を
支
払
う
場
合
止
左
表
の
と
お
り

取
り
扱
い
旅
行
社
を
利
用
す
る
場

合
止
手
続
き
は
旅
行
社
が
代
行
し
、

補
助
金
も
旅
行
社
を
通
じ
て
支
払

い
ま
す

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

直接宿に支払う場合の申し込み

宿泊日の３カ月前から当日までに、申請書
を商工課または南部・桜井支所、北部出張所
へ提出し報告書を受け取る
※当日が閉庁日・閉館日の場合は、直前の開
庁日・開館日まで。
※申請書には補助対象者全員の押印が必要。

止

宿で宿泊費の領収書を受け取る
※領収書には、宿泊費、人数、宿泊年月日、
施設名、施設所在地が必要。

止

宿泊日から３カ月以内に、報告書と領収書
（原本）を持参か郵送で商工課（〒４４６－８５０１住
所記載不要）へ
※報告書には補助対象者全員の押印と、対象
者のうち１人の個人名義の振り込み先口座
が必要。

取り扱い旅行社
トラベル三河桜井旅行セン
ター（桜井町）

叙ＪＴＢ東海トラベランド安
城南アピタ店（桜井町）女安城観光社（御幸本町）

日通旅行叙エィダブリュトラ
ベルサロン（藤井町）

叙ダイシントラベルゼロ
（安城町）

叙オレンジツーリスト安城支店（三
河安城南町）

叙農協観光安城支店（赤松町）叙中央トラベル安城店（福
釜町）

近畿日本ツーリスト個人旅行販売叙イ
トーヨーカドー安城営業所（住吉町）

叙マキタ・トラベル（今池町）叙つばめ観光社（花ノ木町）さるびあ交通（尾崎町）
三河ツーリスト叙（住吉町）叙遠山観光（浜屋町）ＣｉｅｌトラベルＪＡＰＡＮ（朝日町）

叙トラスト（里町）叙ＪＴＢ東海ザ・モール安城店（大東町）

■
入
園
・
入
学
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
メ
ル
ヘ
ン
号
に
乗
ろ
う
！
」

●
と
き

４
月
６
日
松
・
７
日
掌

午
前
９
時
か
ら

●
内
容

メ
ル
ヘ
ン
号
の
利
用
料

を
無
料

●
対
象

４
月
に
新
入
園
・
入
学

す
る
人

※
未
就
学
児
は

歳
以
上
の
保
護

１８

者
同
伴
。

■
作
っ
て
み
よ
う
！
ミ
ニ
こ
い
の

ぼ
り

●
と
き

４
月

日
松
午
前

時

１３

１０

～
午
後
３
時（
材
料
が
無
く
な
り

次
第
終
了
。
雨
天
の
場
合
は

日
１４

掌
に
順
延
）

■
こ
い
の
ぼ
り
の
展
示
と
写
生
会

●
と
き

４
月

日
昌
～
５
月

１７

１９

日
掌

●
内
容

園
内
の
池
に
展
示
す
る

こ
い
の
ぼ
り
を
、
同
園
配
布
の
用

紙
に
描
い
て
く
だ
さ
い

※
用
紙
の
配
布
・
提
出
は
５
月
１９

日
掌
ま
で
。

●
定
員

人（
先
着
順
）

３００

●
持
ち
物

絵
の
具
な
ど

●
そ
の
他

提
出
さ
れ
た
絵
は
５

月

日
昌
～

日
晶
に
展
示
。
会

１５

３１

■問
▼
堀
内
公
園

（
緯〈

〉５
９
４
７
）

９９

場
に
投
票
箱
を
設
置
し
、
優
秀
作

品
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈

■
大
人
向
け
講
座「
花
の
小
物
作

り
」

●
と
き

４
月
１９

日
晶
午
前

時
～

１０

正
午

●
内
容

デ
コ
ク

レ
イ
粘
土
に
よ
る

花（
ア
ネ
モ
ネ
）の
小
物
作
り

●
講
師

飯
田
恵
美
氏（
デ
コ
ク

め
ぐ
み

レ
イ
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
）

●
対
象

歳
以
上

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
申
し
込
み

４
月
５
日
晶
～
１８

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
４
時

分
３０

（
捷
を
除
く
）に
堀
内
公
園
へ

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

●
と
き

４
月

日
松
・

日
掌

２０

２１

●
内
容

メ
ル
ヘ
ン
号
・
観
覧
車・

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
・
サ
イ
ク
ル

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
人
に
、
粗
品
を
進
呈

●
対
象

３
歳
～
小
学
生

●
定
員

人（
当
日
先
着
順
）

１００

市
役
所
代
表

堀
内
公
園
の
催
し

॓
ധ
費
を
補
助
し
·
͢

市
民
保
養
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

広報あんじょう 2013.4.1蛾

●
と
き

５
月
９
日
昭

発
展
祭

式
典
止
午
前

時

講
演
会
止
午

１０

前

時

分

１１

１０

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

●
演
題

環
境
革
命
の
時
代
に
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

●
そ
の
他

手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
あ
り
。
講
演
会
の
み
聴
講
の
人

は
、
式
典
終
了
後
の
入
場
で
す

■問
▼
秘
書
課

（
緯〈

〉２
２
０
１
）

７１

涌井史郎（雅之）氏
し ろう

造園家・ランドスケープアーキテクト、
東京都市大学環境情報学部教授
１９４５年、神奈川県鎌倉市生まれ。造園
家として多摩田園都市などの計画・デ
ザインに参与。ＴＢＳ「サンデーモーニン
グ」などに出演。

防
災
体
制
の
強
化
、
環
境
施
策・

中
小
企
業
対
策

の
推
進
に
主
眼

を
置
き
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
組
織

の
ス
リ
ム
化
を

図
り
、
平
成
２４

年
度
よ
り
１
課

５
係
減
の

部

課

係
体
制
と

１５

４７

１２９

し
ま
し
た
。

●
施
行
日

４
月
１
日
捷

●
改
正
内
容

左
表
の
と
お
り

平
成

年
度
組
織
改
正

２５

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

平成２５年度（改正後）平成２４年度（改正前）

総務部財政課管財係と統合企画政策課土地開発係企画部
同課危機管理係

防災危機管理課防災危機管理係市民生活部
同課地域防災係
同課商業観光係商工課商工観光係

産業振興部 同課工業労政係商工課労政係
同課農地整備係土地改良課庶務係・工務係
同課環境政策係

環境首都推進課環境政策係
環境部

同課環境保全係
ごみゼロ推進課環境保全課
ごみゼロ推進課ごみ減量推進室ごみ減量推進室
同課公園整備係公園緑地課庶務係・公園緑地係

都市整備部
廃止区画整理課北部換地係
同課施設管理係下水道建設課計画係・維持係

上下水道部
同課経営係水道業務課庶務係
同課料金係水道業務課業務係

同所管理係浄水管理事務所管理係・水質検
査係

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

●
費
用

１
５
０
０
円（

尺
×

４０

尺
×
尺
程
度
の
プ
ラ
ン
タ
ー

７０

２５

を
持
参
す
る
人
は

円
）

８００

●
申
し
込
み

４
月
５
日
晶
～
１２

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
捷
を
除
く
）に
同
セ
ン
タ
ー
へ

１５■
さ
つ
ま
い
も
植
え
付
け
・
収
穫

体
験

●
と
き

植
え
付
け
止
５
月

日
１８

松

収
穫
止

月

日
松

い
ず

１０

１９

れ
も
午
前
９
時

分
～

時

３０

１１

●
内
容

同
セ
ン
タ
ー
の
畑
に
１

●
と
こ
ろ

同
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物

軍
手
・
作
業
の
で
き

る
服
装

■
ミ
ニ
ト
マ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー
植
え

付
け
体
験

●
と
き

５
月

日
松
午
前
９
時

１１

分
～

時

３０

１１

●
内
容

ミ
ニ
ト
マ
ト
２
種
、
バ

ジ
ル
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を

寄
せ
植
え
し
、
自
宅
で
管
理
・
収
穫

●
対
象

市
内
在
住
の
人

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

組
５
株
を
植
え
付
け
、
収
穫

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
以

下
の
子
と
そ
の
保
護
者
で
、
両
日

と
も
参
加
で
き
る
人

●
定
員

組（
先
着
順
）

３０

●
費
用

円
５００

●
申
し
込
み

４
月
９
日
昇
～
１８

日
昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
捷
を
除
く
）に
同
セ
ン
タ
ー
へ

１５

安
城
市
発
展
祭
、
涌
井
史
郎（
雅
之
）氏
講
演
会

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
験
講
座



本
紙
昨
年

月

日
号
お
よ
び

１２

１５

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
意
見
募

集
し
た
次
の
計
画
・
プ
ラ
ン
に
関

し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
こ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。
掲
載
内
容
は
趣
旨
を

損
な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し
た
も

の
で
す
。

な
お
、
修
正
後
の
計
画
・
プ
ラ

ン
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考

え
方
は
、
市
民
協
働
課
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公

民
館
、
青
少
年
の
家
、
中
央
図
書

館
、
社
会
福
祉
会
館
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
安
城
市
市
民
協
働
推
進
計
画（
案
）

●
意
見
提
出
数

件（
３
人
）

１２

●
意
見
と
市
の
考
え
方

①
中
間
支
援
組
織
の
設
立
支
援

意
見
止
市
民
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
民
間
人
が
個
人
で
活
動

し
、
市
役
所
の
業
務
を
補
完
す
る

位
置
づ
け
な
の
か
。
中
間
支
援
組

織
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
一

部
で
は
な
く
、
市
か
ら
独
立
し
た

団
体
と
し
て
組
織
化
す
べ
き

市
の
考
え
方
止
市
民
協
働
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
協
働
推
進
の
た

め
、
市
民
・
地
域
団
体
・
市
民
活

動
団
体
・
事
業
者
・
市
の
間
で
相

互
連
携
を
図
る
、「
仲
人
役
」で
す
。

市
民
や
市
職
員
を
対
象
に
、
各
組

織
の
違
い
や
文
化
を
理
解
し
て
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

な
お
、「
市
民
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
育
成
事
業
」内
の
、「
安

城
市
内
各
施
設
及
び
」を「
安
城
市

内
及
び
」と
改
め
ま
す
。
ま
た
、

中
間
支
援
組
織（
協
働
サ
ポ
ー
タ

ー
ク
ラ
ブ
）が
、
独
立
組
織
と
な

る
よ
う
組
織
化
を
支
援
し
ま
す

②
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
４「
市

民
活
動
補
助
事
業
」

意
見
止
対
象
を
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
登
録
団
体
に
限
定
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。
補
助
額
は
あ
る
が
、

補
助
率
が
書
い
て
い
な
い
た
め
、

誤
解
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。
補

助
金
交
付
は
完
了
後
だ
け
で
は
な

く
、
一
部
事
前
交
付
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る

市
の
考
え
方
止
市
民
活
動
補
助
事

業
は
、
市
内
の
幅
広
い
市
民
活
動

を
活
性
化
す
る
た
め
実
施
し
ま
す
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
市
民
活
動

の
拠
点
施
設
で
あ
り
、
登
録
団
体

は
自
主
的
・
公
益
的
に
活
動
を
し
、

市
民
活
動
の
発
展
に
寄
与
、
活
動

実
績
も
あ
る
こ
と
か
ら
対
象
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
掲
載
し
た
補
助

額
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
。
公
募

の
際
に
、
補
助
率
・
補
助
金
額
を

募
集
要
項
に
て
詳
細
に
定
め
ま
す
。

審
査
が
あ
り
ま
す
が
、
補
助
金
の

一
部
前
渡
し
は
可
能
で
す

■
第
３
次
安
城
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン（
案
）

●
意
見
提
出
数

件（
５
人
）

２５

●
意
見
と
市
の
考
え
方

①
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
参
画

の
促
進

意
見
止「
企
業
の
ひ
と
つ
」と
い
う

表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
方
針

決
定
と
い
う
概
念
を
、
ほ
か
の
一

般
企
業
や
町
内
会
組
織
で
も
調
査

し
、
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い

市
の
考
え
方
止
本
プ
ラ
ン
策
定
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
一
般
企

業
に
、
女
性
役
職
者
数
や
役
職
者

へ
の
積
極
的
な
登
用
の
取
り
組
み

な
ど
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も

男
女
共
同
参
画
審
議
会
や
企
業
向

け
調
査
な
ど
で
状
況
把
握
に
努
め

ま
す
。

女
性
町
内
会
長
数
は
、
毎
年
把

握
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
活
動
の

分
野
で
役
員
に
女
性
が
大
変
少
な

い
た
め
、
意
思
決
定
過
程
に
女
性

が
参
加
で
き
る
よ
う
、
町
内
会
に

情
報
提
供
を
し
な
が
ら
進
め
ま
す

②「
女
性
か
ら
男
性
へ
の
Ｄ
Ｖ
周

知
」「
被
害
者
や
加
害
者
へ
の
相
談

機
能
の
充
実
と
周
知
」「
被
害
者
の

自
立
に
向
け
た
長
期
的
な
支
援
」

意
見
止
市
民
へ
の「
周
知
」は
、
相

談
に
つ
な
が
る
た
め
、
相
談
体
制

（
紹
介
）・相
談
環
境
な
ど
の
整
備

の
準
備
は
あ
る
の
か
、「
周
知
」に

と
ど
め
る
の
か
検
討
の
必
要
性
を

感
じ
ま
す
。
確
か
に
男
性
被
害
者

は
増
加
傾
向
で
す
が
、
相
談
体
制

が
不
十
分
に
思
い
ま
す
。

加
害
者
の
相
談
は
、
検
討
事
項

が
多
い
問
題
で
す
。
専
門
家
を
交

え
た
基
本
計
画
検
討
の
中
で
、
十

分
話
し
合
う
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

加
害
者
の
救
済
、
フ
ォ
ロ
ー
に
つ

い
て
、
被
害
者
支
援
だ
け
で
な
く
、

加
害
者
支
援
も
含
め
た
い

市
の
考
え
方
止
相
談
窓
口
の
啓
発

は
、
D
V
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
配
布
、

月
の「
女
性

１１

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
役

所
相
談
室
の
女
性
悩
み
ご
と
相
談

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

で
は
、
女
性
の
相
談
員
を
配
置
し
、

相
談
環
境
も
整
え
て
い
ま
す
。

女
性
か
ら
男
性
へ
の
Ｄ
Ｖ
被
害

は
、
本
プ
ラ
ン
の
施
策
で「
女
性

か
ら
男
性
へ
の
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
周

知
を
行
う
」と
し
、
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
、
相
談
体
制
も
、
関

係
課
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

加
害
者
更
生
対
策
は
、
現
在
は
、

加
害
者
を
更
生
す
る
た
め
の
法
整

備
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
す
ぐ

の
実
施
は
難
し
い
で
す
が
、
今
後

の
重
要
検
討
課
題
と
し
、
効
果
的

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

同
じ
く
、
本
プ
ラ
ン
の
施
策
で
、

「
加
害
者
が
適
切
な
相
談
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
相
談
機
能
を
充
実
し
、

そ
の
周
知
を
図
る
」と
し
、
加
害

者
対
応
も
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

加
害
者
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

ご
意
見
の
と
お
り
危
険
性
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、

研
究
途
上
の
分
野
で
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、

進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
検
討
し
、

ち
ょ
く

進
め
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
と
し
ま

す
。
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市
役
所
代
表

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
結
果
公
表

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
・

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

作
品
を
募
集

ソ
ー
ラ
ー
機
器
の
設
置
費
を
補
助

●
対
象

①
個
人
が
管
理
し

て
い
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ（
花

壇
・
プ
ラ
ン
タ
ー
・
鉢
植
え

な
ど
）
②
植
物
を
窓
の
外

側
に
は
わ
せ
た
み
ど
り
の
カ

ー
テ
ン

③
個
人
が
管
理
し

て
い
る
、
見
学
可
能
な
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン

※
い
ず
れ
も
市
内
の
作
品
。

●
そ
の
他

参
加
賞
あ
り
。

応
募
作
品
の
写
真
を
、

月
１１

下
旬
～

月
下
旬
に
堀
内
公

１２

園
で
展
示

●
申
し
込
み

４
月
２
日
昇

～
９
月

日
松
に
、
住
所
・

２８

氏
名
・
電
話
番
号
と
作
品
の

写
真（
ネ
ガ
ま
た
は
デ
ー
タ
）

を
、
郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
エ

コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う（
〒

－

０
０
４
６
赤
松
町
梶

４４６

６３

－

１
／info@

econetanj
o.org

／
緯〈

〉１
３
１
５
）

５５

へ●
問
い
合
わ
せ

公
園
緑
地

課（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

ௌ
い
ͯ
、
࿩
し
ͯ
、
ࢀ
ը
し
よ
͏
ʂ

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

講師内容とき

山田綾氏（愛知
あや

教育大学教授）
開講式、男女共同参画
とは５月１７日晶

青木仁子氏（弁
ひと こ

護士）
男女共同参画社会と法
律５月３０日昭

市職員市の男女共同参画施策、
市政・議会について６月１１日昇

平野昜子氏（三
よう こ

重大学非常勤講
師）

メディアリテラシー７月９日昇

松田照
てる
美氏（人
み

材育成コンサル
タント）

わかりやすいまとめ方９月６日晶

効果的な伝え方９月２０日晶

修了交流会９月２７日晶

※時間は、７月９日は午後１時３０分～４時。その他は午
前９時３０分～正午。

●
と
き
／
内
容
／
講
師

左
表
の

と
お
り

●
と
こ
ろ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の

歳
以
上
で
、
全
日
程
に

２０

参
加
で
き
る
人

※
過
去
に
受
講
し
た
人
は
不
可
。

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
費
用

円
５００

●
そ
の
他

託
児
あ
り（
有
料
・

要
予
約
）

●
申
し
込
み

４
月

日
昌
～

１０

３０

日
昇
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接
か

１５電
話
で
市
民
協
働
課
へ
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●
申
し
込
み

４
月
８
日
捷
午
前

９
時
か
ら
、
申
請
書
類
を
持
っ
て

市
役
所
第

会
議
室
へ

２１

※
申
請
書
類
は
環
境
首
都
推
進
課・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
そ
の
他

予
算
額
の
範
囲
を
超

え
た
日
に
複
数
の
申
請
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
の
日
の
申
請
の
中
で
抽

選
。
補
助
金
交
付
決
定
前
に
工
事

着
手
し
て
い
る
場
合
は
不
可

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助（
第
１
期
分
）

●
補
助
金
額

４
万
円
×
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
値

（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

※
小
数
点
以
下
第
３
位
を
切
り
捨

て
、
上
限
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

●
対
象

４
月

日
捷
～

月

２２

１０

３１

日
昭
に
、
自
ら
居
住
す
る
市
内
の

住
宅
に
同
シ
ス
テ
ム
を
設
置
ま
た

は
同
シ
ス
テ
ム
付
き
建
て
売
り
住

宅
を
購
入
す
る
人

●
予
算
額

約
６
３
０
０
万
円

■
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助

●
補
助
金
額

１
万
３
０
０
０
円

×
集
熱
器
の
総
面
積（
釈
）

※
小
数
点
以
下
第
３
位
を
切
り
捨

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

て
、
上
限
８
釈
。

●
対
象

４
月

日
捷
～
来
年
３

２２

月

日
捷
に
、
自
ら
居
住
す
る
市

３１
内
の
住
宅
に
同
シ
ス
テ
ム
を
設
置

ま
た
は
同
シ
ス
テ
ム
付
き
建
て
売

り
住
宅
を
購
入
す
る
人

●
予
算
額

万
円

１５０

■
住
宅
用
太
陽
熱
温
水
器
設
置
費

補
助

●
補
助
金
額

１
万
円
×
集
熱
部

の
総
面
積（
釈
）

※
小
数
点
以
下
第
３
位
を
切
り
捨

て
、
上
限
８
釈
。

●
対
象

４
月

日
捷
～
来
年
３

２２

月

日
捷
に
、
自
ら
居
住
す
る
市

３１
内
の
住
宅
に
同
機
器
を
設
置
ま
た

は
同
機
器
付
き
建
て
売
り
住
宅
を

購
入
す
る
人

●
予
算
額

万
円

９０

◆
昨
年
度
実
績（
２
月
末
現
在
）

太
陽
光
止

件（
既
築

件
、
新

６９８

４３１

築

件
：
新
築
の
約
３
割
が
申

２６７
請
）、太
陽
熱
高
度
利
用
止
７
件
、

太
陽
熱
温
水
器
止

件
１５
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